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加藤･木村

断面が見事に地震反射面として現れており興味深かっ

た｡

����瑩潮��散瑯��慮�潭灯����楮��

I.では,W.B.Hami1t㎝,D.G.Howe11やJ.W.H.

Mongerなど著名た研究者によるプレｰト造山論が論じ

られ,特に,Howe11はコルディレラ東縁にスラスト帯

が発達する要因として大西洋プレｰトのリッジプッシュ

を評価していたことが注目された｡

������獣����慮�捴偲�牡�

ICLがスポンサｰとたっているポスタｰセッション

で,ヨｰロッバや北米において地震反射法で得られた大

陸地殻の深部断面に基づき,造山帯の地殻構造を描き,

深部のデコルマ,デュｰフレックス構造などの存在とそ

の役割たどを強くアッピｰルしていた｡

���������慰

ICLがスポンサｰとたっているセッツヨソで,世界全

体の現在におけるStressMapをつくることを目的と

したプロジェクトである｡会場は50人鋭模と小さかった

が,参加者は多く,活気があった｡沈み込み帯や大陸コ

リｰジョン帯でのストレス場を説明するモデルから,世

界各地域でのストレス場,そしてコンビｰナｰによる全

体の総括が適切に行われよく練られたセッションであっ

た｡

(窃)堆積一造構運動

(乱)SedimentaryRecordsofTectonicE∀ents

I.おもに大陸内部の各地の堆積物の解析と造構運動と

の対比｡

■.エジプト･フランス･トルコ･ナイジェリア･メキ

シコ･インド地中海地域のリフティングや沈降･衝突運

動などと堆積相との関係や相境界の議論｡

����楣��来���業��特���

反射法による深部構造の形態とそれにもとづく堆積盆

形成過程の議論｡

��散瑯��楣����楮杯��業��特���

ther㎜a1subsidenceやpu11･apartやsagbasin･地

溝のモデルの呈示

����潮�っ�湂慳楮�

I.西太平洋･マリアナ･アンダマン海など現世の

backarcbasin,地質時代の縁海だとの発達史｡

I[.南大西洋･べ一リング海･メキシコ湾などの地質｡

(θ)Structure,SedimentationandEvo1utionofthe

�捴楣�����橡捥��牧楮�

地震波･地磁気･重力･地質デｰタたどからArctic

Basinのテクトニクスや構造発達史を論じたセッショ

ン｡

yワシントン大会参加報告

個栄吉(環境地質部)

�歩捨楔���

はじめに

1989年7月9日から19目にかけて催された第28回IGC

に参加する機会を得た｡ここでは活断層,構造地質関係

のセッションを中心に,私の見た第28回IGCの率直次

感想を思い付くまま述べてみたい｡

ワシントン孤.C.到着

1989年6月末から始まったIGCP206(世界の活断層の特

徴と比較)の10目問にわたる巡検･シンポジウムをSa1t

LakeCityにて終了,シカゴを経由し,UA606便にて

7月9日午前9時30分,ワッソトソD.C.のナショナル

空港に着いた｡さっそく地下鉄に乗り･同行の地震地質

課の粟田泰夫氏とともにジョｰジワシントン大学のトミ

写真1ワシントンD.C.のナショナル空港に着陸直前に数多

くのモニュメントやスミソニアンの博物館群カミ集まる

theMa11を望む｡手前はリンカｰンメモリアル,右

上の白い塔はワシントンモニュメント｡
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写真2人気のあったステッカｰLoveaGeologistandfeel

theEarthQuake(地質屋を愛し,地球の揺れを感じ

よう)｡とくに解説はできません｡

トリｰにチェックインLた｡ワシントンの地下鉄は新し

く,きれいで便利がよい｡宿泊は1日20ドル｡サｰビス

といえるものはたいが,まあリｰジナブルだ｡午後から

は,オｰプニングセレモニｰに顔を出すかも知れないブ

ッシュ大統領を一目見ようとIGC会場のコソヴニソジョ

ソセンタｰへ急いだが,やはり大統領は来ていなかった｡

地質調査所からは多くの参加者があり何とたく安心｡会

場では国際室広山さんの和服姿がひときわ目を引いた｡

写真3手に入ったおもしろバッジの数々｡1.GetReadyfor

Earthquakes(地震に備えよう)｡2.A11MyFau1ts

AreNorma1(私の断層はすべて正断層/私の過ちはす

べて普通のもの)｡3.SanAndreasProtectUs

FromOurFau1ts(聖アンドレアスが我々を過ちから

守ってくれる｡)

地震と活断層

�牴��步�楳浯������慫��捥�慮�

Prediction(地震の地震学P:地震の発生過程と地震予知)は

司会をUSGSのR.Wesson氏と中国国家地震局のDing

Guoyu氏が務めた｡7月10日の午後から13日の午後に

かけて30の講演が予定され,インド･パキスタン地域を

はじめとして,各地域の地震テクトニクス,地震学から

地震化学的諸現象,発光現象にいたるまでの幅広い分野

の発表が行なわれた｡内容が多岐にわたるためか,あま

り突っ込んだ議論は行なわれたかった｡

NeotectonicandHo1oceneDeformation(ネオテクト

ニクスと完新世の変形)セッションの司会は東京大学地震

研究所の松田時彦氏とオレゴ:■州立大学のR.S.Yeats

氏が務め,7月12日午前から13日の午前にかけて24の講

演が予定され,中国･インドヒマラヤの活構造,ヨｰロ

ッパ,北米の第四紀の変動だとのテｰマを中心とした発

表があった｡日本からは愛知県立大学の岡田篤正氏によ

る中央構造線の活構造についての発表があった｡各講演

のうち,USGSのD.Hi11氏らのサンアンドレアス断層

の地震テクトニクスに関するまとめはたかたかの好演で

印象深かった｡

7月12目午前のポスタｰセッツヨンではQuaternary

StratigraphyandNatura1HazardsEva1uation(第四

紀層序と自然災害評価)の9論文の発表があり,地震研

究所の松田氏ほかの日本の活断層トレンチ調査について

の報告があった｡

7月13目午前中に行なわれたCommonGeo1ogicHa-

zards:Natura1andMan-induced(一般的な地質災害:

1989年12月号

自然と人為)のたかでは“Earthquake"の著作で有名な

カリフォルニア大学バｰクレイ校のBo1t氏のIntema-

tiona1DecadeofNatura1DisasterReduction(国際自

然災害軽減旬年:1990年より始まる)を念頭にした地震災害

対策のまとめと“CharacteristicEarthquake"の提唱者

の一人であるGeomatrixコンサルタント社のCopper･

smith氏の,地震災害予想において不確かな地質学的デ

ｰタをいかに確率的に表現するかについての発表は,そ

れぞれ将来我々が取り組むべき問題を示していて興味深

かった｡

テクトニクスと構造地質学

世界各地域のテクトニクスあるいはテクトニクスとタ

イトルにあるセクションはここに挙げることが不可能な

ほど数限りたくあり,とてもすべて見ることはできたか

った｡もう少し整理されていいのではという印象だっ

た｡その中で7月10日の午後から行なわれたAccretion一'

aryTectonicsandCompositeContinents(アクリｰシ

ョンテクトニクスと複合大陸)はW.B.Hami1ton,J.Mon-

ger,Z.Be阯Avrahamだとの名の知れた人の発表があっ

たのでミｰバｰ的た気分で参加した｡テクトニクスに関

係の深いプロジェクトのセクションとしてはM.L.Zo-

bak女史の司会したtheWor1dStressMapやCon-

tinenta1ScientiicDri11ingのセクションはながたか活

気があったようだ｡

構造地質の分野では何と言ってもミネソタ大学の亘u･

d1eston氏の司会した,ProcessesofShearZoneDe-

ve1oPment(勇断帯の発達過程)が]番刺激的だった｡7�
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月18日の午前と午後にかけて行なわれたこのセクション

では,イギリスを始めとするヨｰロッパの解析的な構造

地質学派の雰囲気を感じ取ることができた｡Hud1eston

はカリスマ,ラムゼｰ氏の弟子らしい風貌を持ったきわ

めて温厚な人である｡Hud1estonの解析的た研究発表

Fo1dinginShearZoneは良くまとまってすぽらしか

った｡StrainfabricsのC.SimpsonやC1eavageのP.

F.Wi11iamsの発表もよかった｡このセッションには

Structura1Geo1ogyと言う研究誌の中心メンバｰが多

く参加していた｡講演のキャンセルがあるときも議論を

延々と続けていた｡今回参加したセッションのたかでは

内容,運営とも一番のものだったと思う｡

その他にもB.E.Hobbs氏とW.D.Means氏の司会

によるBritt1eandNonBritt1eCmsta1Defor㎜ation

(地殻の脆性･非脆性変形)の興味深いセッションがあっ

たがスケジュｰルの関係で参加できたかった｡

その他のセッション

活断層,構造地質関係で言えば内容的にはそれほど新

しい内容のものはたいという印象であった｡むしろ普段

は接することができたい専門外の分野の話がとても興味

深かった｡とくに地球上のインパクトクレｰタｰの話,

火星の話はとても面白かった｡

���楴��慣琺���略��景牴�����

ofGeo1ogicalIdea(明石の衝突:地質学の概念史に与えた

影響)ではU.B.Marvinのイントロダクション的発表

から始まった｡明石の衝突が地球ではかたり一般的に起

こっていることが地質学界に普通に受け入れられるよう

にたるまで60年間かかった(プレｰトテクトニクスも地質学

者に受け入れられるまでウェｰゲナｰから60年かかった?)

など,アメリカの天才的地質学者G.K.Gi1bertの話が

出たり,隈石衝突説と火山説との争い,月のクレｰタｰ

の認識まで含めた面白い発表が続いた｡このセッツヨソ

のとりをとったのは,地質調査所にも訪間してきわめて

影響力の強かった,あのK.J.Hsuさんの発表で･K/T

境界の問題など大限石の衝突を考えることは,地球史に

おいて確率的に当然のように起こりうることで,カタス

トロフィｰではたく斉一説の概念にはいるものだとい

う,強烈た講演でこのセッションを終わった｡

�漱�楣�漱畴楯湯��畳�灰��瑩潮瑯�攀

Earth(火星の発達史1地球への応用)のセッションも日頃

接することができたい研究発表で興味深かった｡Escape

sequence,Co11isionsequence,Capturesequenceなど

地球のテクトニクスとの対比をしたから,リモｰトセン

シング技術を駆使した発表があった｡日本からは東京大

学の松井氏の講演があった｡

日干u亙GCGaze批e

今回のIGCから登場した公報紙IGCGazetteは毎日

多くのトピックスを載せ,週末を除き9目から18目ま

で8回刊行された(写真4)｡マネｰジソグエディタｰか

らカメラマン･タイピストまでUSGSのスタッフを中

心に約20人が携わったという｡スケジュｰルの変更,

キャンセル等すばやく掲載され,その内容ともどもたか

たか好評であった｡アップル社のパソコン,マッキント

ッシュ3台をべ一スにしたシステムで,2台のスキャナ

ｰ,レｰザｰプリンタｰを使用L,ぺ一ジレイアウトの

ソフトウエアを使って仕上げられていた｡最終的には

Linotoronic200Ptypesetterで11×17インチの用紙に

出力され,それの4ぺ一ジ分の内容で刊行された｡もち

ろんメｰカｰの援助があってのことだが,まさに今流行

りのディスクトップハブリシング(DTP)をじつにスマ

ｰトに実現Lていた｡最終の18目板には筑波大学の佐

藤正氏の,次回のIGC組織委員会を代表しての“Yo-

u'reinマitedtoJapanin1992"というメッセｰジが掲

載された｡

期待と落胆

IGCが始まるまでは参加するのにかかった費用の元を

取ろうとほとんど休みたいスケジュｰルを立てて臨んだ

カミ,多くの変更を余儀たくされた｡

まずがっかりしたのは7月15日(土)と16日(日)に

予定されていたカルフォルニア工科大学のC.A11en氏

のEarthquakeHazardと題する講義で直前になって人

が集まらないということでキャンセノレされた｡氏の全世

界にわたる幅広い知識と経験を知る絶好の機会と日本か

らの多くの参加者が登録していた｡登録料の200ドルは

決して高くたいと言う印象だった｡個人的に欠きた期待

を抱いていただげにこれには興味が半減した｡さらに米

国の活断層研究をリｰドする研究者がほとんど来ていな

かったことも残念だった｡長老格では先のアレン氏を始

め,USGSのウォｰレスさん,スレモソス氏も顔を見せ

ていたかった｡IGC直前のIGCP206に参加し,熱心た

議論を行たっていた連中も旅費がもらえ次いからと多く

は来ていたかった｡これでは,今回のIGCで活断層の

分野がやや低調であったのもしようがたい｡

多かったキャンセルにも参った｡期待してそのセッシ

ョンにいくと半分以上がキャンセルだったり,歯の抜け

たようだ講演に議論も盛り上がらたかった｡これも興味
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鱗灘1繊滋鰯灘轟灘繊灘織轟嚢蘇

簸簿蟻繍雛1翻繊灘

:繁簸総灘轡鱗簿蟻1

籔室嚇餓鷲至ぬ1繁篶総搬醜

搬母鱗燃爵繍鮒燃焉燃勧㈱1棚鶉概

輯轟織磁戯螂謹,級1鮒華燃鰯搬1鰍漉1繍撞華醐壷

燃繍㈱繊董繊…燃窟雛1蟷1鮒理鮒葦壇…鱗搬搬

鱗滋繍鰍繊滋繍鱗蒐鱒1蜷洲註鰍1撚艦雛

写真4目利IGCGazetteのヘッドライン

をそいだ｡発展途上国たどからの参加登録はどこかから

の旅費援助をあてにしてのもので,自費ではとても参加

できたいことによるのだろう｡

英語を母国語としたい発表者の講演を聞くのは非常た

努力と忍耐が必要だった｡内容を理解して議論するまで

にはとても至らない｡もちろん私個人の英語力がたいの

が主た原因であるが,どうしようもたかった｡

国際学会,研究集会に参加する一つの楽しみは,ホッ

トた議論を目の当たりにすることで,何を今最も注目す

べきかを肌で感じることであるが,その意味では少々期

待はずれであった｡

亙昼Cはこれから

最近のオリンピックもそうであるが,世界新記録や新

しい技は登場したい｡すでに別の多国問や二国間の国際

競技会があり,そこで多くの新記録が生まれている｡我

序の研究分野においても,多くの情報が速やかに入手で

き,数多くの専門化した国際シンポジウムが現在では頻

繁に行たわれている｡IGCは戦前は西欧支配型の世界観

を反映した･世界的な地質資源情報の収集･交興の役目

1989年12月号

(アメリカのナショナルリｰグの覇者とアメリカンリｰグの覇

者の戦いをワｰルドシリｰズと呼んでいるのと似たセンス),戦

後はオリンピック的役目を担ってきていたように思え

る｡今回のIGCでは,いろいろと便利のいいアメリカ

にもかかわらず,現在の世界の地質学界をリｰドする多

くの研究者が参加していたかった｡これは,前年にGSA

(米国地質学会)100周年記念大会が盛大に行なわれた

ことにも原因カミあるのかも知れないが,多くの先進的研

究者がIGCに魅力を感じたく放っているのであれば,

これは次回京都のIGCを開催する上で,マイナス材料'

である｡IGCは4年に一度の世界的イベントとして,地

球科学の進歩,成果を確認していく重要た一里塚として

の役割を今後も担っていかたげれほたらたいだろう｡京

都IGCは世界の注目を集める魅力的た大会とたるよう

心より期待したい｡

夏の京都かD.C｡か

ワシントンに来るまで比較的乾燥した地域を旅行して

きたためか,D.C.の蒸し暑さにはいくら日本の夏を知

っているからとは言え,いささか参った｡メソロパｰク�
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のUSGSの連中からは夏にD.C.へ行くのは…とキチガ

イ扱いされたがそれは当たっていた｡それでも町には多

くのアメリカのおのぼりさんが自分達の歴史を見学しだ

から歩いていた｡私もIGC後半は集中力を失い,彼ら

展示場で興味を引いたのはUSGSや米国エネルギｰ

省(DOE)など,政府機関の活発た広報活動である｡

DOEの核廃棄物地層処理の展示を始め,地すべり,地

盤災害,地震災害だと各展示とも,さすがPresentation

の国だけあって,とても美しく効果的に自分達の仕事を

表現･アピｰルしていた｡

国際学会に参加する私の一つの楽しみは日頃買いそび

れていた専門書を格安で購入することである｡講演の合

間を見ては学会･本屋さんのセクツヨソを歩き回り,早

い時期に買い集め,分厚い要旨集と共に郵便局から発送

した｡この早目の発送は全くの正解でIGCの後半で発

送しようとした人は段ポｰル箱も手に入らず苦労したよ

うだ｡会場での郵便･小荷物の発送サｰビスは,他のサ'

写真5最もアメリカ的(asAmericanasapp1epie)ピクニ

ックパｰティｰを楽しむ日本からの参加者｡左から東

大地震研究所嶋本さん,石原現所長,北海道支所渡辺

さん,盛谷さん,一人おいて垣見元所長｡

一ビスに比べ余り十分ではたかった｡

おわりに

このようなビッグイベントを大多数の参加者が満足す

るように組織運営することは非常に大変なことだろうと

つくづくと実感し,またいい勉強にも次った｡おわりに

インフォメｰションセンタｰでいろいろとお世話になっ

'たボランティアの日系のおばさんに心より感謝します｡

珊ポスト巡検｢サンアンドレアストランス7才一ム帯｣に参加して

渡辺寧(北海道支所)

YasushiW畑ANA駆

巡検の概要

この巡検はカリフォルニアのロングビｰチを起点とし

て,一且メキシコ国境付近まで南下し,ソルト:■海(湖)

をぐるりと回り,サンアンドレアス断層に沿ってサソフ

ラソツスコまで北上するというコｰスをたどりました

(第1図)｡主として断層運動に伴う地層の変形と堆積物

を見学し,断層系による実際の変位を体験するというも

のです｡

期間は7月20目から29日の10目問で,最初の1日はロ

ングビｰチに浮かぶクイｰンメリｰ号での懇親会に使わ

れました｡案内者はカリフォルニア大学サンタバｰバラ

校(UCSB)のシルベスタｰ氏とクロｰウェル氏の2人

で,UCSBの学生であるバｰバラ嬢が車の運転,宿泊の

手配,昼食の準備たどをしてくれました｡参加考は日本

から4名,イタリアから2名,東ドイツ･台湾･オｰス

トリアから各1名でした｡移動にはUCSBの大型バン

(8人乗り)が2台使われました｡

サンアンドレアス断層の概要

サ:■ア:■ドレアス断層系は,過去2,400万年の間に330

kmもの右横ずれ変位を起こした総延長約1,100㎞の横

ずれ断層系です｡現在でも活発に活動しており,1906年

のサンフランシスコ大地震を初めとして多くの地震を引

き起こしています｡

サンアンドレアス断層系は北米プレｰトと太平洋プレ

ｰトの境界部をたしており,約2,900万年前に誕生しまし

た｡誕生の経緯はファラロゾｰ太平洋海嶺が北米プレｰ

トに沈み込んだために,北米プレｰトと太平洋フレｰト

とが直接接するようになり,両プレｰトの運動方向の違

いから右横ずれ運動が生じたと考えられています(第2

図)｡サンアンドレアス断層系はサンアンドレアス断層
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